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「M
ミュウ

IW」は千代田区男女共同参画センターの愛称です。M は Man（男性）、I は Intercommunication（情報や意見の交換）、W は Woman（女性）とい
う意味です。男性と女性の間には、いつも I（自分らしさ）と愛（思いやり）をもって、対等な新しいパートナーシップを創造してほしいと願っています。

MIW では、2009 年 6 月の男女共同参
画週間に、写真展「きらめきのひと 仕
事を拓く」を開催しました。表紙の写真
は、ご登場いただいた 10 人のうちの一
人、菱川貞義さん（275 研究所＊）です。

＊社会貢献をしている企業や団体を支援

特集 1	 男性の育休取得率アップへ！
特集2	 ちよだの街で映画祭

	 女性が映像を輝かせる時
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千代田区男女共同参画センター

　　　（ミュウ）

MIWの相談室では、夫婦関係、男女の生き方 ･働き方、性に関す
ること、セクシュアル・ハラスメントや夫婦や親密な間柄での暴力
などについて相談を受けています。相談は面接でも電話でも可。予
約制になっています。（区内在住、在勤、在学の方対象）

MIW 相談室

電話での予約 TEL 03 - 5211-4316
〈無料・カウンセラー（女性）が担当します〉

◆相談日時
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 17:00～ 21:00
 
第1・3・5　 17:00～ 21:00
第 2・4 　 10:30～ 15:30

 
第1・3・5　 10:30～ 15:30（英）
第 2・4 　 17:00～ 21:00（英）
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 10:30～ 15:30（英）

 ※（英）=英語での相談もできます。

水曜日 金曜日

木曜日 土曜日

■編集 千代田区男女共同参画センター  （株）生活構造研究所　■発行 千代田区　■表紙写真 村瀬麻耶　■デザイン 地本洋子　■印刷 （株）教文堂　■発行日 2012年 3月30日

今年 7 年目を迎えた MIW のパープルリボンプロジェク
ト。DV（ドメスティック・バイオレンス）などの暴力
をなくす思いを紫色のリボンに込めて、今年度も 11 月
の「女性に対する暴力をなくす運動」期間に、コンサー
トやキルトの展示を行いまし
た。また、今年度はMIWスタッ
フがオリジナルのパープルリ
ボンブローチを 270 個作成し、
利用者や庁内の職員につけて
もらい、暴力のない世界への
願いをアピールしました。

今年 2 月に親子がそれぞれにカラー
セラピーを楽しむグループワークを
開きました。親たちはぬりえに色を
つけ、アートセラピストの末永蒼生
さんから、絵や色に表れる子ども
の気持ちについての話を聞きまし
た。「力を抜いて子どもと接していい
んだって気づいた」「色と触れ合うこ
とで、自分の心がラクになりました」
などの感想をいただきました。子ど
もたちは水彩や粘土、ダンボールな
どの画材を使って思い思いに気持ちを表現。できた自分の作品を
大事そうに抱え、興奮冷めやらずでした。

MIWパープルリボンプロジェクト2011� 親子で楽しむ　カラーセラピー�

MIWのイベント報告

MIW千夜一夜83夜
当世オトコ気質　喜婚男と避婚男　～これからの男女の関係は？～
日　時　 2012年 4月 25日（水）18：30～ 20：00
場　所 MIW交流サロン（区役所 10階）
ゲスト  ツノダ姉妹（マーケティングプランナー、『喜婚男と避婚男』著者）

24年度 連続講座 シリーズ全5回「幸福へ向かう生き方」
第1回　5月 24日（木） 18：30～ 20：30
 今、日本での『幸福度』とは？　 講師：坂本光司さん（法政大学教員）
第 2回　6月 6日（水） 18：30～ 20：30
 自分でつくる穏やかな気持ち　 講師：岩本令子さん（セラピスト）
第 3回　6月 19日（火） 18：30～ 20：30
 地域でつくる安全・安心な人間関係 講師：松本和子さん（カウンセラー）
第 4回　6月 27日（水） 18：30～ 20：30
 男女共同参画のパイオニアたち　 講師：赤松良子さん（元文部大臣）
第 5回　7月 6日（金） 18：30～ 20：30
 自分を活かす仕事、働き方（仮）　 講師：西村佳哲さん（働き方研究家）
全体のまとめ、『MIW通信』での座談会も予定しています。申込開始4月20日（金）

編集後記■ 東日本大震災から１年が過ぎました。被災地の早い復興を願わずにはいられません。さら
に、今後発生が見込まれている大きな地震と津波への備え、放射能汚染から健康を守るこ
となど、大きな課題も背負っています。情報を読み解く力が強く求められています。(H)

所在地	 〒102-8688　東京都千代田区九段南1-2-1 千代田区役所10階
交通機関	 東京メトロ東西線、半蔵門線、都営地下鉄新宿線　「九段下」駅下車、徒歩 5分
開館時間	 月曜日～金曜日 午前 9時～午後 9時　土曜日 午前 9時～午後 5時
休館日	 日曜日、祝日、年末年始
T E L	 03-5211-8845／相談予約受付 03-5211-4316　　F A X　 03-5211-8846
E-mail	 miw@city.chiyoda.tokyo.jp
U R L	 http://www.city.chiyoda.lg.jp（MIWで検索してください）
 開館時間・相談時間は節電の影響で変更になる場合があります。

（ミュウ）

末永蒼生さんと参加者が思い
思いに色を塗ったぬりえ

会場は区民ホール。親子が別々のワークでも、
同じフロアで声が聞こえて安心でした

ジャズの調べに乗せて、やさしさや平和の思いが伝わってきた
パープルリボンコンサート

子どもたちはすぐに夢中に
なり自分たちの世界に

MIWオリジナル
パープルリボンブローチ
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三
浦
将
太
さ
ん
と
第
二
子

男性の育休取得率アップへ！　「したい気持ち」を「できる環境」へ変える企業の取組み特集1

「育児休業は大げさに考えず、先ず体験するのが大事」と話す住友林業株式会社の三
浦将太さん。第１子の時に取れなかった反省から第２子の時には育休を経験。家族と
の関係も格段によくなり、仕事への取組み方も違ってきたとか。三浦さんの体験と区
内企業住友林業の取組みについてご紹介します。

対象の男性社員の８割が育休を希望
育休体験者の声を活かすアプローチ住友

林業

仕
事
に
も
活
か
せ
る
育
休
体
験

　

育
児
休
業
取
得
は
、
家
族
に
だ
け

で
な
く
、
仕
事
の
面
で
も
活
か
さ

れ
る
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先

の
三
浦
さ
ん
も
「
育
休
を
経
験
し

た
こ
と
で
、
職
場
で
も
相
手
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
多
様
な
働
き
方
を
認
め

あ
う
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
」
と

言
い
ま
す
。
他
に
、「
実
際
に
数
日

間
で
も
ず
っ
と
子
ど
も
と
自
宅
で

過
ご
す
こ
と
で
、
家
の
中
の
危
険

な
ポ
イ
ン
ト
や
家
具
の
配
置
な
ど
、

新
た
な
発
見
が
あ
り
、
住
宅
を
購

入
さ
れ
る
方
の
目
線
を
体
感
す
る

こ
と
に
も
役
立
っ
た
」「
子
ど
も
の

成
長
を
体
感
で
き
、
妻
子
の
日
常

生
活
が
把
握
で
き
た
の
で
、
仕
事

上
も
時
間
を
意
識
し
て
業
務
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
育
児

休
業
を
取
得
す
る
に
あ
た
り
、
職

場
だ
け
で
な
く
関
係
す
る
工
務
店

や
工
事
店
等
に
も
協
力
と
理
解
を

お
願
い
す
る
こ
と
で
、『
積
極
的
に

子
育
て
し
て
る
ね
』
と
言
っ
て
も

休
を
取
る
な
ん
て
無
理
と
の
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
妻
の
様
子
が
変
わ
っ

て
き
た
ん
で
す
。
何
と
な
く
言
葉

少
な
に
な
っ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
も
だ
ん
だ
ん
気
を
使
わ
な
く

な
っ
て
き
た
。
心
の
疲
れ
が
出
て

き
た
ん
で
す
ね
。
何
も
言
っ
て
は

い
な
か
っ
た
け
ど
、
い
や
、
言
っ

て
い
て
も
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、『
気
分
転
換
に

ど
こ
か
旅
行
に
行
こ
う
か
』
と
切

り
出
し
た
時
、
妻
が
も
の
す
ご
く

嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
た
の
を
見

て
、
妻
を
本
当
に
疲
れ
さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
自
分
な
ん
だ
な
と

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
休
日
の
ケ

ア
ぐ
ら
い
じ
ゃ
、
ダ
メ
な
ん
だ
と
」

　

三
浦
さ
ん
の
妻
は
、
現
在
は
専

業
主
婦
で
す
が
、
以
前
は
同
じ
会

社
の
社
員
。
夫
の
会
社
で
の
忙
し

さ
の
事
情
も
分
か
り
、
言
葉
で
育

休
を
要
望
で
き
な
か
っ
た
の
で
は

と
思
う
と
三
浦
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
第
二
子
誕
生
の
時
に

は
、
一
も
二
も
な
く
三
浦
さ
ん
か

ら
妻
に
切
り
出
し
、
育
休
を
取
得

し
た
の
で
す
。

　
「
妻
と
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
い

て
、
食
事
や
お
風
呂
に
入
れ
た
り

と
手
伝
い
は
し
た
け
れ
ど
、
特
別

気
負
っ
て
何
か
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
緒
の
時

間
を
過
ご
し
、
一
緒
に
い
る
こ
と

が
妻
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
で
き

た
か
な
。
小
学
校
入
学
直
前
の
長
男

一
緒
に
い
る
こ
と
が
大
事

ま
ず
は
取
っ
て
み
よ
う
！

　

三
浦
さ
ん
が
育
児
休
業
を
取
っ

た
の
は
、
第
２
子
が
産
ま
れ
て
か

ら
の
5
日
間
。
妻
が
病
院
か
ら
退

院
し
て
き
た
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
長
男
の
面
倒
を
み
な
が
ら
食

事
を
つ
く
り
、
生
ま
れ
た
て
の
二

男
を
お
風
呂
に
入
れ
、
家
族
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
た
。
育
児
休
業
を

取
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
お
っ

し
ゃ
る
三
浦
さ
ん
で
す
が
、
実
は
、

育
休
取
得
は
長
男
の
出
産
時
の
反

省
か
ら
で
し
た
。

　
「
出
産
し
て
子
育
て
で
妻
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
と
は
わ
か
っ
て

い
た
し
、
手
伝
い
た
い
気
持
ち
も

あ
っ
た
け
ど
、
本
音
を
言
え
ば
休
み

の
日
に
ケ
ア
す
れ
ば
い
い
や
、
ぐ

ら
い
に
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
実

際
、
時
間
的
に
不
規
則
で
特
に
忙
し

い
部
署
に
い
た
の
で
、
帰
り
も
夜

11
時
。
出
張
も
多
く
、
正
直
、
育

ら
え
た
」
な
ど
の
感
想
も
出
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

対
象
男
性
社
員
の
8
割
は

「
育
休
取
り
た
い
！
」

　

住
友
林
業
で
は
、
２
０
１
０
年

度
の
制
度
改
定
で
、
育
児
休
業
を

対
象
期
間
中
に
男
性
社
員
の
場
合

は
理
由
を
問
わ
ず
、
二
回
取
得
で

き
、
最
初
の
５
日
間
は
と
も
に
有

給
と
し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
の

男
性
の
取
得
者
は
20
名
、
取
得
率

は
1
割
以
上
で
、
現
在
の
男
性
の

育
休
取
得
率
１
．
3
8
％
＊

と
比
べ

る
と
高
い
数
値
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
小
学
校
の
う

ち
は
、
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
制

度
や
子
の
看
護
・
行
事
休
暇
な
ど
、

育
児
に
参
加
し
や
す
い
制
度
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
事
部
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
グ

ル
ー
プ
中
田
美
弥
子
さ
ん
に
よ
る

と
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
男
性
社

員
に
向
け
て
、
育
休
取
得
意
向
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
男
性
の
8
割
は
育
児

休
業
を
取
り
た
い
と
回
答
。
中
田

さ
ん
は
、
取
得
し
た
い
男
性
た
ち

が
こ
ん
な
に
多
い
の
か
と
改
め
て

実
感
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
育
休
が
5
日
間
は
有
給
で
あ
る

こ
と
が
、
取
っ
て
み
た
い
、
取
れ

そ
う
と
の
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
」
と
話
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
育
休
を
取
れ
る
状
況
に
す

る
た
め
に
は
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

上
司
の
理
解
と
育
休
へ
の
あ
と
一

押
し
が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
、
上
司

に
向
け
た
取
組
み
も
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
上
司
に
部
下
の
育
児

休
業
取
得
の
意
向
を
聞
き
取
っ
て

も
ら
う
な
ど
。
育
休
に
つ
い
て
上

司
と
話
し
合
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
育
休

を
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
る
環
境
が
作

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
育
児
休
業
を
取
る
か

は
先
が
読
め
る
の
で
、
日
頃
か
ら
職

場
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う

し
た
体
制
の
整
備
や
支
援
は
、
男

性
の
育
児
休
業
だ
け
で
な
く
、
親

の
介
護
や
子
ど
も
の
病
気
へ
の
対

応
と
し
て
も
大
切
で
す
。

　

住
友
林
業
で
は
、
毎
月
一
回
６

時
に
は
一
斉
消
灯
と
な
る
「
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
先
の
三
浦
さ
ん

は
、
こ
の
日
ば
か
り
は
６
時
前
に

仕
事
を
切
り
上
げ
家
に
急
ぐ
と
の

こ
と
。
育
児
休
業
を
取
っ
て
、
自

分
の
働
き
方
も
違
っ
て
き
た
と
言

い
ま
す
。

　
「
男
性
の
育
児
休
業
を
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）
の
ス
タ
ー
ト
と
考
え

て
い
き
た
い
」
と
会
社
全
体
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
組

み
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と

中
田
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

も
、
弟
の
誕
生
と
い
う
時
に
、
自

分
の
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
疲
れ

て
寝
て
い
る
母
親
に
は
話
せ
な
い
。

父
親
と
い
う
存
在
が
い
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
育
休

を
大
げ
さ
に
考
え
ず
、
ま
ず
、
取
っ

て
み
て
と
、
男
性
の
皆
さ
ん
に
言

い
た
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

実
際
、
育
休
を
取
っ
た
こ
と
で
、
そ

の
後
の
妻
や
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
良
好
だ

と
言
い
ま
す
。

　

住
友
林
業
で
は
他
に
も
育
休
を

取
っ
た
男
性
社
員
か
ら
、「
日
頃
妻

が
し
て
い
る
こ
と
を
一
通
り
や
る

こ
と
で
、
家
庭
を
見
つ
め
直
す
機
会

に
な
っ
た
」「
妻
か
ら『
育
休
を
取
っ

て
』
と
言
わ
れ
、
職
場
の
同
僚
か

ら
も
こ
れ
か
ら
後
に
後
輩
た
ち
が

気
軽
に
育
休
が
取
れ
る
よ
う
積
極

的
に
取
っ
て
と
言
わ
れ
た
」「
有
給

で
の
育
休
な
ら
、
5
日
間
で
も
休

み
た
く
な
い
人
は
い
な
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
、
人
事
部
で
は
「
男

性
社
員
の
た
め
の
育
休
ガ
イ
ド
」

や
社
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
積

極
的
に
載
せ
て
い
ま
す
。
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女性 男性

育児短時間勤務制度・
キッズサポート短時間勤務制度の取得の推移

育児休業取得者数の推移

育児休業取得者数の推移 育児に関する取組み（2010 年 4月 1日改定）

2010年度実績

育児短時間勤務制度
キッズサポート（取得したのは女性）

女性 男性

女性　 男性

子が 1歳 6ヶ月または1歳到達直後の3月31日までのい
ずれか長い期間、休業を取得することができる。

子が小学校 6 学年末を迎えるまでの間、始業・終業時刻
の繰り上げ・繰り下げ、短時間勤務、週休 3 日制、所定
外労働免除の利用が可能。

小学校 6学年末までの子が病気や怪我をした場合、年 10
日の休暇を時間単位で取得することが可能（100% 給与
支給）。年 10 日のうち 5 日までは、子の行事のために利
用可能（子が2人以上の場合は年 5日を追加）。

勤務時間の
短縮等の制度

育児休業

出産した女性社員の
育児休業取得率

男性社員育児休業
取得者

子の看護休暇
および
行事休暇

100％ 20名
住友林業では 2005 年から 2010 年の間に、累計で
55人の男性社員が育児休業を取得しました。

＊「2011年度雇用均等基本調査」厚生労働省
人事部ワーク＆ライフグループ
中田美弥子さん

『男性社員のための
育児休業ガイド』

制度や育休体験者
の声などが載って
います
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三
浦
将
太
さ
ん
と
第
二
子

男性の育休取得率アップへ！　「したい気持ち」を「できる環境」へ変える企業の取組み特集1

「育児休業は大げさに考えず、先ず体験するのが大事」と話す住友林業株式会社の三
浦将太さん。第１子の時に取れなかった反省から第２子の時には育休を経験。家族と
の関係も格段によくなり、仕事への取組み方も違ってきたとか。三浦さんの体験と区
内企業住友林業の取組みについてご紹介します。

対象の男性社員の８割が育休を希望
育休体験者の声を活かすアプローチ住友

林業

仕
事
に
も
活
か
せ
る
育
休
体
験

　

育
児
休
業
取
得
は
、
家
族
に
だ
け

で
な
く
、
仕
事
の
面
で
も
活
か
さ

れ
る
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先

の
三
浦
さ
ん
も
「
育
休
を
経
験
し

た
こ
と
で
、
職
場
で
も
相
手
の
気

持
ち
を
思
い
や
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
多
様
な
働
き
方
を
認
め

あ
う
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
」
と

言
い
ま
す
。
他
に
、「
実
際
に
数
日

間
で
も
ず
っ
と
子
ど
も
と
自
宅
で

過
ご
す
こ
と
で
、
家
の
中
の
危
険

な
ポ
イ
ン
ト
や
家
具
の
配
置
な
ど
、

新
た
な
発
見
が
あ
り
、
住
宅
を
購

入
さ
れ
る
方
の
目
線
を
体
感
す
る

こ
と
に
も
役
立
っ
た
」「
子
ど
も
の

成
長
を
体
感
で
き
、
妻
子
の
日
常

生
活
が
把
握
で
き
た
の
で
、
仕
事

上
も
時
間
を
意
識
し
て
業
務
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
育
児

休
業
を
取
得
す
る
に
あ
た
り
、
職

場
だ
け
で
な
く
関
係
す
る
工
務
店

や
工
事
店
等
に
も
協
力
と
理
解
を

お
願
い
す
る
こ
と
で
、『
積
極
的
に

子
育
て
し
て
る
ね
』
と
言
っ
て
も

休
を
取
る
な
ん
て
無
理
と
の
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
妻
の
様
子
が
変
わ
っ

て
き
た
ん
で
す
。
何
と
な
く
言
葉

少
な
に
な
っ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
も
だ
ん
だ
ん
気
を
使
わ
な
く

な
っ
て
き
た
。
心
の
疲
れ
が
出
て

き
た
ん
で
す
ね
。
何
も
言
っ
て
は

い
な
か
っ
た
け
ど
、
い
や
、
言
っ

て
い
て
も
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、『
気
分
転
換
に

ど
こ
か
旅
行
に
行
こ
う
か
』
と
切

り
出
し
た
時
、
妻
が
も
の
す
ご
く

嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
た
の
を
見

て
、
妻
を
本
当
に
疲
れ
さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
自
分
な
ん
だ
な
と

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
休
日
の
ケ

ア
ぐ
ら
い
じ
ゃ
、
ダ
メ
な
ん
だ
と
」

　

三
浦
さ
ん
の
妻
は
、
現
在
は
専

業
主
婦
で
す
が
、
以
前
は
同
じ
会

社
の
社
員
。
夫
の
会
社
で
の
忙
し

さ
の
事
情
も
分
か
り
、
言
葉
で
育

休
を
要
望
で
き
な
か
っ
た
の
で
は

と
思
う
と
三
浦
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
第
二
子
誕
生
の
時
に

は
、
一
も
二
も
な
く
三
浦
さ
ん
か

ら
妻
に
切
り
出
し
、
育
休
を
取
得

し
た
の
で
す
。

　
「
妻
と
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
い

て
、
食
事
や
お
風
呂
に
入
れ
た
り

と
手
伝
い
は
し
た
け
れ
ど
、
特
別

気
負
っ
て
何
か
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
緒
の
時

間
を
過
ご
し
、
一
緒
に
い
る
こ
と

が
妻
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
で
き

た
か
な
。
小
学
校
入
学
直
前
の
長
男

一
緒
に
い
る
こ
と
が
大
事

ま
ず
は
取
っ
て
み
よ
う
！

　

三
浦
さ
ん
が
育
児
休
業
を
取
っ

た
の
は
、
第
２
子
が
産
ま
れ
て
か

ら
の
5
日
間
。
妻
が
病
院
か
ら
退

院
し
て
き
た
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
長
男
の
面
倒
を
み
な
が
ら
食

事
を
つ
く
り
、
生
ま
れ
た
て
の
二

男
を
お
風
呂
に
入
れ
、
家
族
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
た
。
育
児
休
業
を

取
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
お
っ

し
ゃ
る
三
浦
さ
ん
で
す
が
、
実
は
、

育
休
取
得
は
長
男
の
出
産
時
の
反

省
か
ら
で
し
た
。

　
「
出
産
し
て
子
育
て
で
妻
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
と
は
わ
か
っ
て

い
た
し
、
手
伝
い
た
い
気
持
ち
も

あ
っ
た
け
ど
、
本
音
を
言
え
ば
休
み

の
日
に
ケ
ア
す
れ
ば
い
い
や
、
ぐ

ら
い
に
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
実

際
、
時
間
的
に
不
規
則
で
特
に
忙
し

い
部
署
に
い
た
の
で
、
帰
り
も
夜

11
時
。
出
張
も
多
く
、
正
直
、
育

ら
え
た
」
な
ど
の
感
想
も
出
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

対
象
男
性
社
員
の
8
割
は

「
育
休
取
り
た
い
！
」

　

住
友
林
業
で
は
、
２
０
１
０
年

度
の
制
度
改
定
で
、
育
児
休
業
を

対
象
期
間
中
に
男
性
社
員
の
場
合

は
理
由
を
問
わ
ず
、
二
回
取
得
で

き
、
最
初
の
５
日
間
は
と
も
に
有

給
と
し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
の

男
性
の
取
得
者
は
20
名
、
取
得
率

は
1
割
以
上
で
、
現
在
の
男
性
の

育
休
取
得
率
１
．
3
8
％
＊

と
比
べ

る
と
高
い
数
値
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
小
学
校
の
う

ち
は
、
勤
務
時
間
の
短
縮
等
の
制

度
や
子
の
看
護
・
行
事
休
暇
な
ど
、

育
児
に
参
加
し
や
す
い
制
度
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
事
部
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
グ

ル
ー
プ
中
田
美
弥
子
さ
ん
に
よ
る

と
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
男
性
社

員
に
向
け
て
、
育
休
取
得
意
向
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
男
性
の
8
割
は
育
児

休
業
を
取
り
た
い
と
回
答
。
中
田

さ
ん
は
、
取
得
し
た
い
男
性
た
ち

が
こ
ん
な
に
多
い
の
か
と
改
め
て

実
感
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
「
育
休
が
5
日
間
は
有
給
で
あ
る

こ
と
が
、
取
っ
て
み
た
い
、
取
れ

そ
う
と
の
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
」
と
話
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
育
休
を
取
れ
る
状
況
に
す

る
た
め
に
は
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

上
司
の
理
解
と
育
休
へ
の
あ
と
一

押
し
が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
、
上
司

に
向
け
た
取
組
み
も
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
上
司
に
部
下
の
育
児

休
業
取
得
の
意
向
を
聞
き
取
っ
て

も
ら
う
な
ど
。
育
休
に
つ
い
て
上

司
と
話
し
合
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
育
休

を
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
る
環
境
が
作

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
育
児
休
業
を
取
る
か

は
先
が
読
め
る
の
で
、
日
頃
か
ら
職

場
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う

し
た
体
制
の
整
備
や
支
援
は
、
男

性
の
育
児
休
業
だ
け
で
な
く
、
親

の
介
護
や
子
ど
も
の
病
気
へ
の
対

応
と
し
て
も
大
切
で
す
。

　

住
友
林
業
で
は
、
毎
月
一
回
６

時
に
は
一
斉
消
灯
と
な
る
「
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
先
の
三
浦
さ
ん

は
、
こ
の
日
ば
か
り
は
６
時
前
に

仕
事
を
切
り
上
げ
家
に
急
ぐ
と
の

こ
と
。
育
児
休
業
を
取
っ
て
、
自

分
の
働
き
方
も
違
っ
て
き
た
と
言

い
ま
す
。

　
「
男
性
の
育
児
休
業
を
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）
の
ス
タ
ー
ト
と
考
え

て
い
き
た
い
」
と
会
社
全
体
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
組

み
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と

中
田
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

も
、
弟
の
誕
生
と
い
う
時
に
、
自

分
の
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
疲
れ

て
寝
て
い
る
母
親
に
は
話
せ
な
い
。

父
親
と
い
う
存
在
が
い
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
育
休

を
大
げ
さ
に
考
え
ず
、
ま
ず
、
取
っ

て
み
て
と
、
男
性
の
皆
さ
ん
に
言

い
た
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

実
際
、
育
休
を
取
っ
た
こ
と
で
、
そ

の
後
の
妻
や
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
良
好
だ

と
言
い
ま
す
。

　

住
友
林
業
で
は
他
に
も
育
休
を

取
っ
た
男
性
社
員
か
ら
、「
日
頃
妻

が
し
て
い
る
こ
と
を
一
通
り
や
る

こ
と
で
、
家
庭
を
見
つ
め
直
す
機
会

に
な
っ
た
」「
妻
か
ら『
育
休
を
取
っ

て
』
と
言
わ
れ
、
職
場
の
同
僚
か

ら
も
こ
れ
か
ら
後
に
後
輩
た
ち
が

気
軽
に
育
休
が
取
れ
る
よ
う
積
極

的
に
取
っ
て
と
言
わ
れ
た
」「
有
給

で
の
育
休
な
ら
、
5
日
間
で
も
休

み
た
く
な
い
人
は
い
な
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
、
人
事
部
で
は
「
男

性
社
員
の
た
め
の
育
休
ガ
イ
ド
」

や
社
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
積

極
的
に
載
せ
て
い
ま
す
。
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女性 男性

育児短時間勤務制度・
キッズサポート短時間勤務制度の取得の推移

育児休業取得者数の推移

育児休業取得者数の推移 育児に関する取組み（2010 年 4月 1日改定）

2010年度実績

育児短時間勤務制度
キッズサポート（取得したのは女性）

女性 男性

女性　 男性

子が 1歳 6ヶ月または1歳到達直後の3月31日までのい
ずれか長い期間、休業を取得することができる。

子が小学校 6 学年末を迎えるまでの間、始業・終業時刻
の繰り上げ・繰り下げ、短時間勤務、週休 3 日制、所定
外労働免除の利用が可能。

小学校 6学年末までの子が病気や怪我をした場合、年 10
日の休暇を時間単位で取得することが可能（100% 給与
支給）。年 10 日のうち 5 日までは、子の行事のために利
用可能（子が2人以上の場合は年 5日を追加）。

勤務時間の
短縮等の制度

育児休業

出産した女性社員の
育児休業取得率

男性社員育児休業
取得者

子の看護休暇
および
行事休暇

100％ 20名
住友林業では 2005 年から 2010 年の間に、累計で
55人の男性社員が育児休業を取得しました。

＊「2011年度雇用均等基本調査」厚生労働省
人事部ワーク＆ライフグループ
中田美弥子さん

『男性社員のための
育児休業ガイド』

制度や育休体験者
の声などが載って
います
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昨年12月、東京大学で企業と自治体とのワーク・
ライフ・バランス（WLB）推進に向けた取組みの
報告会が開かれました。佐藤博樹さん（東京大学教
員）から、女性だけでなく男女を対象としたWLB
支援、旧来型の男性中心の働き方を前提とした仕事
管理・時間管理を見直し、男性の家庭や地域の生活
への参画促進の2つが必要との基調講演がありまし
た。分科会では、企業の取組みを促進する施策、実
際にWLB先進事例から共有できるノウハウの紹介、
個人に対する支援などが活発に議論されました。

昨年度（2010年度）、区内に本社のある旭化成グループで育児休業
制度を利用した社員は405人で、うち女性が179人、男性が226
人でした。お子さんが生まれた男性の40％が育児休業を取得してい
ます。男性の育休取得率が1.38％＊であるなか、非常に高い数値です。
男性が育児休業を取りやすい制度について人財・労務部の吉澤明美さ
んに伺いました。� ＊「2011年度雇用均等基本調査」厚生労働省

男性の育休取得率40％への取組み

シンポジウム「今、企業と自治体のパートナーシップを考える」

ワーク・ライフ・バランスを進めるために

旭化成
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プ

夫
婦
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代
で
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月
の
育
児
休
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千
代
田
区
内
に
本
社
の
あ
る
旭
化
成

グ
ル
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プ
で
は
、
女
性
の
育
児
休
業
取
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率
は
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
、
男
性
の
取

得
率
も
40
％
と
、
仕
事
と
育
児
を
両

立
さ
せ
る
た
め
の
育
児
休
業
や
育
児
短

時
間
制
度
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
旭
化

成
グ
ル
ー
プ
で
働
く
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員
の
な
か
に
は
、

夫
婦
で
約
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ヶ
月
の
育
児
休
業
を
取
得

さ
れ
（
妻
が
4
ヶ
月
、
夫
が
6
ヶ
月
）、

育
児
に
専
念
し
て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。

こ
ま
め
な
対
応
が

男
性
育
休
取
得
率
40
％
に

　

旭
化
成
は
、
地
方
の
繊
維
工
場
に
女

性
社
員
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
既

に
昭
和
40
年
代
に
は
、
1
年
間
の
育
児

休
業
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

１
９
９
９
年
に
、
男
女
と
も
、
子
ど
も

が
3
歳
ま
で
の
育
児
休
業
制
度
が
整
備

さ
れ
、
2
0
0
6
年
に
は
、
さ
ら
に
拡

充
さ
れ
て
、
男
性
の
取
得
が
グ
ン
と
伸

び
ま
し
た
。
理
由
は
、
配
偶
者
が
専
業

主
婦
で
も
O
K
、
1
歳
ま
で
は
5
日
間

有
給
の
育
休
が
複
数
回
取
得
が
可
能
な

ど
、
社
員
の
声
に
よ
り
制
度
が
使
い
や

す
く
な
っ
た
点
で
す
。

　

さ
ら
に
、
男
女
と
も
に
、
子
ど
も
が

小
学
校
入
学
ま
で
、
最
大
1
日
2
時
間
、

30
分
単
位
で
短
縮
で
き
る
短
時
間
勤
務

制
度
や
、
小
学
3
年
ま
で
短
時
間
勤
務

が
で
き
る
「
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト
制
度
」

も
整
備
さ
れ
、
社
内
で
、
男
女
と
も
育

休
や
育
児
へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

制
度
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
こ
ま
め

に
育
児
休
業
を
促
す
取
組
み
も
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
本
人
と
上
司

の
た
め
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
『
出
産
・
子

育
て
の
と
き
』。
育
児
支
援
制
度
や
育
休

を
取
る
際
の
仕
事
や
職
場
と
の
調
整
で

の
注
意
点
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
、
本

人
と
上
司
に
配
布
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

吉
澤
さ
ん
た
ち
人
財
・
労
務
部
の
社
員

が
、
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
男
性
社
員

だ
け
で
な
く
、
上
司
に
も
「
育
児
休
業

を
と
り
ま
し
ょ
う
」
と
こ
ま
め
に
メ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
本
人
だ
け
な
く
、
上
司
に
も
送
る
こ

と
で
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。
年
間
に

す
る
と
か
な
り
の
回
数
に
な
り
ま
す
が
、

地
道
な
取
組
み
が
効
果
を
上
げ
て
い
る

の
で
は
…
」（
吉
澤
さ
ん
）

イ
ク
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ン
川
柳
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気
爆
発
！

　

昨
年
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、
男
性
の
育
休
促
進
に
と
、

社
内
で
初
め
て
イ
ク
メ
ン
川
柳
を
募
集

し
ま
し
た
。
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児
に
関
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っ
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る
男
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や
そ
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の
方
た
ち
２
５
２

人
か
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約
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０
０
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
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た
。
社
員
の
投
票
で
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賞
と
な
っ
た

の
は
「
寝
か
し
付
け　

子
よ
り
先
寝
て

叱
ら
れ
て
」
で
し
た
。

　
「
育
児
を
経
験
し
て
実
感
と
し
て
詠

ん
だ
作
品
が
多
く
、
掲
載
し
た
H
P
の

ア
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セ
ス
数
は
過
去
最
高
。
育
休
を
取
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う
と
の
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
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に
な

り
ま
し
た
」
と
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澤
さ
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は
話
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女性 男性

育児短時間勤務制度・
キッズサポート短時間勤務制度の取得の推移

育児休業取得者数の推移

育児休業取得者数の推移 育児に関する取組み（2010 年 4月 1日改定）

2010年度実績

育児短時間勤務制度
キッズサポート（取得したのは女性）

女性 男性

女性　 男性

子が 1歳 6ヶ月または1歳到達直後の3月31日までのい
ずれか長い期間、休業を取得することができる。

子が小学校 6 学年末を迎えるまでの間、始業・終業時刻
の繰り上げ・繰り下げ、短時間勤務、週休 3 日制、所定
外労働免除の利用が可能。

小学校 6学年末までの子が病気や怪我をした場合、年 10
日の休暇を時間単位で取得することが可能（100% 給与
支給）。年 10 日のうち 5 日までは、子の行事のために利
用可能（子が2人以上の場合は年 5日を追加）。

勤務時間の
短縮等の制度

育児休業

出産した女性社員の
育児休業取得率

男性社員育児休業
取得者

子の看護休暇
および
行事休暇

100％ 20名

2006 年から育児休業が 5 日間有給になり、男性の取得者
が急増。この 5 年間、毎年 200 人を超えています。

短時間勤務とフレックスタイム制度を併用して、育児のため
の時間を取得しやすいよう制度を工夫しています。

▲分科会の様子：「子育て応援宣言企業」
として登録した企業に対しての融資の優
遇制度や、経営者に向けて書かれた 104
人の女性の手紙やワンストップ相談の内
容をまとめた冊子などの具体例が紹介さ
れました。

主催　こども未来財団「企業の次世代育成の推進に資する自治体支援のあり方に関する調査」研究班

▼全体会議の様子：基調講演と「企業・団体
等にWLBを積極的に進める自治体の取組み」
についてのパネルディスカッション

男性の育休取得率アップへ！　「したい気持ち」を「できる環境」へ変える企業の取組み特集1

本人と上司のための
ガイドブック『出産・
子育てのときに』

育児休業の対象者
だけでなく、上司
にも配られるのが
ポイント
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昨年12月、東京大学で企業と自治体とのワーク・
ライフ・バランス（WLB）推進に向けた取組みの
報告会が開かれました。佐藤博樹さん（東京大学教
員）から、女性だけでなく男女を対象としたWLB
支援、旧来型の男性中心の働き方を前提とした仕事
管理・時間管理を見直し、男性の家庭や地域の生活
への参画促進の2つが必要との基調講演がありまし
た。分科会では、企業の取組みを促進する施策、実
際にWLB先進事例から共有できるノウハウの紹介、
個人に対する支援などが活発に議論されました。

昨年度（2010年度）、区内に本社のある旭化成グループで育児休業
制度を利用した社員は405人で、うち女性が179人、男性が226
人でした。お子さんが生まれた男性の40％が育児休業を取得してい
ます。男性の育休取得率が1.38％＊であるなか、非常に高い数値です。
男性が育児休業を取りやすい制度について人財・労務部の吉澤明美さ
んに伺いました。� ＊「2011年度雇用均等基本調査」厚生労働省

男性の育休取得率40％への取組み

シンポジウム「今、企業と自治体のパートナーシップを考える」

ワーク・ライフ・バランスを進めるために
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育児短時間勤務制度・
キッズサポート短時間勤務制度の取得の推移

育児休業取得者数の推移

育児休業取得者数の推移 育児に関する取組み（2010 年 4月 1日改定）

2010年度実績

育児短時間勤務制度
キッズサポート（取得したのは女性）

女性 男性

女性　 男性

子が 1歳 6ヶ月または1歳到達直後の3月31日までのい
ずれか長い期間、休業を取得することができる。

子が小学校 6 学年末を迎えるまでの間、始業・終業時刻
の繰り上げ・繰り下げ、短時間勤務、週休 3 日制、所定
外労働免除の利用が可能。

小学校 6学年末までの子が病気や怪我をした場合、年 10
日の休暇を時間単位で取得することが可能（100% 給与
支給）。年 10 日のうち 5 日までは、子の行事のために利
用可能（子が2人以上の場合は年 5日を追加）。

勤務時間の
短縮等の制度

育児休業

出産した女性社員の
育児休業取得率

男性社員育児休業
取得者

子の看護休暇
および
行事休暇

100％ 20名

2006 年から育児休業が 5 日間有給になり、男性の取得者
が急増。この 5 年間、毎年 200 人を超えています。

短時間勤務とフレックスタイム制度を併用して、育児のため
の時間を取得しやすいよう制度を工夫しています。

▲分科会の様子：「子育て応援宣言企業」
として登録した企業に対しての融資の優
遇制度や、経営者に向けて書かれた 104
人の女性の手紙やワンストップ相談の内
容をまとめた冊子などの具体例が紹介さ
れました。

主催　こども未来財団「企業の次世代育成の推進に資する自治体支援のあり方に関する調査」研究班

▼全体会議の様子：基調講演と「企業・団体
等にWLBを積極的に進める自治体の取組み」
についてのパネルディスカッション

男性の育休取得率アップへ！　「したい気持ち」を「できる環境」へ変える企業の取組み特集1

本人と上司のための
ガイドブック『出産・
子育てのときに』

育児休業の対象者
だけでなく、上司
にも配られるのが
ポイント
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千代田
区役所

九段下駅 神保町駅
小川駅

日
本
テ
レ
ビ
通
り 皇居
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御茶ノ水
秋葉原

神
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東
京

飯
田
橋

市
ヶ
谷

四
ッ
谷

有
楽
町

区民ホールいっぱいに展示された女性監督の映画ポスター、女性監督の映画上映、そして、
山崎博子監督をお呼びして映画制作に関わるお話を伺ったMIWのイベント情報交流会千夜
一夜「女性映画監督たちから元気をもらおう」。女性たちが描き出す多彩な映画の世界と、
熱い思いを抱きながら自分のスタイルを貫く山崎監督の話に聞き入りました。

セルバンテス
文化センター東京

神保町
シアター

アテネ・フランセ
文化センター

岩波ホール

2011年で24回目を迎える東京国際女性映画祭は、数ある映画祭
のなかでも他に例のない女性映画という切り口での映画祭です。今
回は、インド・韓国・イスラエル・台湾・スペイン・フランス・スウェー
デン・日本から12人13作品が上映されました。内容は台湾の歴
史を背景に53年ともに過ごした夫の介護をめぐる女性の苦悩、性
暴力被害からの回復など。震災後を撮った我謝京子監督の『３.11
ここに生きる』の上映には、被災された方も招待されました。

東京国際女性映画祭

韓国・台湾・インド・日本で活躍する９人の女性映画人に
よる国際シンポジウムが、明治大学情報コミュニケーショ
ン学部ジェンダーセンター等の主催で行われました。女性
だからこそ持てる視点と、より普遍的なテーマへの挑戦、
女性ならではの大変さと共同制作の醍醐味、映画を制作・
上映する困難さが語られ、そして、困難に出合ってもあき
らめず、夢を持ち続けた女性たちから元気をもらいました。

MIW
千夜一夜

明治大学

2
日
目
に
は
山
崎
博
子
監
督
の

『
女
性
監
督
に
カ
ン
パ
イ
！
』の
上
映

2日にわたって行われたアジアの女性映画人のシンポジウム

東京国際女性映画祭

リーフレット

区民ホールいっぱいにポスターが展示され、会場奥の
モニターで映画を上映しました

パンフレット

受付風景

ちよだの街で映画祭特集2
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映
画
『
ジ
ャ
ク
ス
タ
・
共
生
す
る
』

に
込
め
た
思
い

  

M
I
W
の
情
報
交
流
会
で
は
、
ま

ず
山
崎
監
督
の
映
画
『
ジ
ャ
ク
ス

タ
・
共
生
す
る
』
を
上
映
し
ま
し
た
。

1
9
8
9
年
の
監
督
の
初
作
品
で
、

ア
メ
リ
カ
兵
を
父
に
、
戦
争
花
嫁
で

あ
っ
た
日
本
人
女
性
を
母
に
持
つ

女
性
ケ
イ
ト
の
31
歳
の
現
在
と
5

歳
の
回
想
が
交
錯
す
る
映
画
で
す
。

母
親
と
そ
の
友
人
の
女
性
た
ち
を

通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
の
複
雑

な
人
種
差
別
構
造
の
な
か
で
翻
弄

さ
れ
る
人
間
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
白
人
と
結
婚
し
た
ケ
イ
ト
の
母
は
、

ア
フ
リ
カ
ン

—

ア
メ
リ
カ
ン（
黒
人
）

と
結
婚
し
た
友
人
の
子
ど
も
を
差

別
し
て
し
ま
う
。
ア
メ
リ
カ
で
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数
派
）
で
あ
る

日
本
人
が
同
じ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を

差
別
し
て
い
く
複
雑
な
構
造
に
落

ち
込
み
、
彼
女
は
精
神
を
病
ん
で

い
く
。
こ
の
作
品
を
通
し
て
『
私

は
誰
？
』
と
い
う
問
い
を
模
索
し

な
が
ら
、
異
人
種
・
異
文
化
交
流
、

共
生
へ
の
願
い
を
込
め
た
」
と
山

崎
監
督
は
語
り
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進

む
現
在
、
多
様
性
を
認
め
理
解

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は
、
ま
さ
し
く

共
生
す
る
こ
と
。
こ
の
映
画
の
テ
ー

マ
と
通
じ
ま
す
。
会
場
か
ら
は
、「
こ

の
映
画
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
人

が
人
を
差
別
し
な
い
社
会
が
大
切

ア
ジ
ア
の
女
性
映
画
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

昨
年
、
明
治
大
学
で
開
か
れ
た

「
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
に
お
け
る

女
性
の
活
躍
」
は
、
同
大
学
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
企

画
で
あ
り
、
一
昨
年
ソ
ウ
ル
で
発
足

さ
れ
た
ア
ジ
ア
女
性
映
画
祭
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
N
A
W
F
F
）
の
第

２
回
目
事
業
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
一
人
で
見
る
夢
は
夢
だ
が
、
み
ん

な
で
見
る
夢
は
現
実
に
な
る
」
と

の
韓
国
の
イ
・
ヘ
ギ
ョ
ン
さ
ん
の

言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
、
日
本
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、

日
本
の
ア
ジ
ア
の
女
性
映
画
人
９

人
。
各
国
で
の
映
画
と
女
性
を
め

ぐ
る
現
状
が
活
発
に
語
ら
れ
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
眼
を
見
張
っ
た

の
が
韓
国
。
国
の
文
化
政
策
に
映

像
文
化
を
位
置
づ
け
、
映
画
事
業

や
教
育
に
予
算
を
付
け
て
、
国
を

あ
げ
て
映
画
の
世
界
で
女
性
の
活

躍
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
台
湾
や
イ
ン
ド
で
も
、
30
〜

40
代
の
女
性
監
督
が
育
っ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
映
像
の
世
界
は
男
性

社
会
で
女
性
が
少
数
派
で
あ
る
こ

と
、
西
欧
文
化
中
心
だ
っ
た
中
で

ア
ジ
ア
で
生
き
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
持
っ
て
新
た
な
文
化
を
切

り
開
い
て
い
く
苦
労
。
映
画
制
作

の
資
金
不
足
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

だ
と
改
め
て
思
っ
た
」
等
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
が
映
画
を
つ
く
る
こ
と

　

会
社
勤
務
の
後
、
28
歳
で
渡
米

し
て
映
画
制
作
を
始
め
た
山
崎
監

督
。
ア
メ
リ
カ
で
多
様
な
価
値
観

を
経
験
し
、
互
い
を
認
め
合
う
た

め
に
は
、
情
報
や
価
値
観
を
分
か

ち
合
う
こ
と
が
大
事
と
実
感
し
た

と
い
い
ま
す
。「
映
画
を
通
し
て
、

ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
り
な
が
ら
も

分
か
り
合
え
る
姿
を
描
き
た
い
」—

そ
ん
な
思
い
が
映
画
制
作
の
原
動

力
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

１
９
８
０
年
代
以
降
、
女
性
監
督

が
め
ま
ぐ
る
し
く
活
躍
し
て
い
く

背
景
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
の
普
及
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
重
た
い
機
材
か
ら
解
放
さ
れ
、

軽
い
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
手
に
、
少

な
い
予
算
で
も
映
画
が
撮
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
女
性
た
ち
が
力
を

　

さ
ら
に
、
女
性
へ
の
暴
力
や
女

性
自
身
の
か
ら
だ
、
家
族
関
係
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
女
性
映
画
の
流
れ
と
と
も
に
、

移
民
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
派
）、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
さ
れ
る
世
界
の
な
か
で
の

多
様
性
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る

現
在
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
、〈
女
性
〉

と
い
う
切
り
口
で
世
界
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ

が
、
活
発
に
語
ら
れ
た
2
時
間
で

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
を
作
っ
て

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く

　

2
日
目
は
、
映
像
の
世
界
で
活

躍
す
る
日
本
の
女
性
映
画
人
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
ま
ず
は
、
山
崎
博

子
監
督
の
『
映
画
監
督
に
カ
ン
パ

イ
！
』
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
世
界
の
12
人
の
女
性
監
督

た
ち
が
、
監
督
と
し
て
の
仕
事
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
素
顔
等
を
本
音
で

語
っ
た
作
品
で
、
女
性
監
督
の
映

画
へ
の
意
気
込
み
が
十
二
分
に
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
謝
京
子
監
督
か
ら
は
、「
私

は
、
リ
ビ
ン
グ
で
P
C
を
使
っ
て

撮
影
し
た
映
像
を
作
品
に
仕
上
げ

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
資
金
を
集
め
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
女
性
が
映

像
の
世
界
で
活
躍
す
る
背
景
に
は
、

映
像
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開

発
が
あ
っ
た
こ
と
、
資
金
が
な
く

て
も
個
人
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

が
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
監
督
は
、「
男
女
問
わ
ず
、

多
様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
な
映
画
は
、
商
業
映
画

で
は
な
く
、
独
立
プ
ロ
と
し
て
や
っ

て
行
く
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
共
感
し
た
観
客
が

映
画
を
育
て
て
く
れ
る
」
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
2
0
0
1
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い
て
、９
．11
事

件
を
経
験
し
た
我
謝
監
督
は
、
そ
の

被
災
経
験
を
も
と
に
、
3
世
代
の

女
性
の
物
語
『
母
の
道　

娘
の
選

択
』
を
制
作
し
、
自
身
の
作
品
を

通
し
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
映
画
制
作
の
な
か
に
は
、
女

性
独
自
の
「
呼
吸
」
が
あ
り
、
感

性
の
部
分
で
、
男
女
の
微
妙
な
違

い
を
感
じ
る
。
そ
れ
を
大
切
に
し

た
い
と
言
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
2
人
が
共
通
し
て
語
っ

た
の
が
「
監
督
は
男
性
」
と
の
社

会
の
刷
り
込
み
の
な
か
の
大
変
さ
。

そ
し
て
、「
困
難
な
中
で
も
先
輩
の

女
性
監
督
た
ち
に
、
共
感
で
き
る

部
分
が
あ
り
、
背
中
を
押
し
て
も

ら
っ
た
。
監
督
の
女
性
が
イ
キ
イ

キ
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

映
像
の
世
界
で
女
性
た
ち
が
活
躍

し
て
い
く
場
を
広
げ
る
原
点
に
な

る
」
と
、
観
客
も
元
気
に
な
る
言

葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

MIW明治大学

10月24日（月）
アジアの
女性映画人のいま
新たなネットワーク構築

10月25日（火）
メディアで拓いた
女性のキャリア
映画とテレビ

山崎博子監督作品
「juxta ージャクスタ
共生する」から

山
崎
博
子
監
督
と
司
会
の
堀
口
悦
子

明
治
大
学
教
員

山
崎
監
督
の
映
画
を
観
た
後
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

10月 24日（月）

10:30～ 「百合祭」100分
監督 浜野佐知

12:30～ 「蛇イチゴ」　108分　
監督 西川美和

14:30～

情報交流会千夜一夜
「juxta-ジャクスタ 共生する」
29分
監督 山崎博子（お話あり）

10月 25日（火）

10:30～ 「ルイーズとケリー」76分
監督 ジェーン ･カンピオン

12:30～ 「森の中の淑女たち」　101分
監督 シンシア･スコット　

14:30～
「Women In Struggle -目線 -」
56分
監督 ブサイナ・C・ホーリー

■上映した女性監督の映画作品

すべてMIWで所蔵しています。

発
揮
し
て
き
た
の
で
す
。

　

山
崎
監
督
は
、「
映
画
を
支
え
る

の
は
観
客
。
自
分
も
ど
れ
だ
け
観

客
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。
観
客
の

側
が
、
自
分
た
ち
が
求
め
て
い
る

も
の
が
映
画
に
あ
っ
た
ら
、
反
応

し
て
く
れ
る
。
多
様
性
を
認
め
合

う
こ
と
か
ら
豊
か
な
社
会
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
シ
ネ
マ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

の
菅
井
六ゆ

き

え
花
枝
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
女
性
映
画
監
督
作
品
の
ポ

ス
タ
ー
（
ド
ラ
マ
30
本
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
12
本
の
計
42
枚
）
を

展
示
し
、
M
I
W
所
蔵
の
女
性
監

督
の
映
画
も
上
映
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
年
を
重
ね

て
よ
り
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い
る
女

性
た
ち
や
、
ア
ラ
ブ
や
ア
ジ
ア
な

ど
の
地
域
で
生
き
る
女
性
た
ち
の

苦
悩
や
た
く
ま
し
さ
を
映
画
を
通

し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

我謝京子（ドキュメンタリー
映画監督）　

国広陽子（東京女子大教員）

チェン・ウェイ・スー（台湾
女性映像学会女性映展代表）

ラティ・ジャファール（インド /チェ
ンナイ・サムスン国際女性映画祭代表）

内田ひろ子（東京国際女性映
画祭事務局長）

イ・ヘギョン（ソウル国際女
性映画祭代表）

ファン・ミヨジョ（ソウル国
際女性映画祭実行委員）

（敬称略）

小藤田千栄子（映画評論家）　

山崎博子（映画監督）
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た
日
本
人
女
性
を
母
に
持
つ

女
性
ケ
イ
ト
の
31
歳
の
現
在
と
5

歳
の
回
想
が
交
錯
す
る
映
画
で
す
。

母
親
と
そ
の
友
人
の
女
性
た
ち
を

通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
の
複
雑

な
人
種
差
別
構
造
の
な
か
で
翻
弄

さ
れ
る
人
間
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
白
人
と
結
婚
し
た
ケ
イ
ト
の
母
は
、

ア
フ
リ
カ
ン

—

ア
メ
リ
カ
ン（
黒
人
）

と
結
婚
し
た
友
人
の
子
ど
も
を
差

別
し
て
し
ま
う
。
ア
メ
リ
カ
で
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数
派
）
で
あ
る

日
本
人
が
同
じ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を

差
別
し
て
い
く
複
雑
な
構
造
に
落

ち
込
み
、
彼
女
は
精
神
を
病
ん
で

い
く
。
こ
の
作
品
を
通
し
て
『
私

は
誰
？
』
と
い
う
問
い
を
模
索
し

な
が
ら
、
異
人
種
・
異
文
化
交
流
、

共
生
へ
の
願
い
を
込
め
た
」
と
山

崎
監
督
は
語
り
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
す
ま
す
進

む
現
在
、
多
様
性
を
認
め
理
解

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
と
は
、
ま
さ
し
く

共
生
す
る
こ
と
。
こ
の
映
画
の
テ
ー

マ
と
通
じ
ま
す
。
会
場
か
ら
は
、「
こ

の
映
画
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
人

が
人
を
差
別
し
な
い
社
会
が
大
切

ア
ジ
ア
の
女
性
映
画
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

昨
年
、
明
治
大
学
で
開
か
れ
た

「
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
に
お
け
る

女
性
の
活
躍
」
は
、
同
大
学
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
企

画
で
あ
り
、
一
昨
年
ソ
ウ
ル
で
発
足

さ
れ
た
ア
ジ
ア
女
性
映
画
祭
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
N
A
W
F
F
）
の
第

２
回
目
事
業
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
一
人
で
見
る
夢
は
夢
だ
が
、
み
ん

な
で
見
る
夢
は
現
実
に
な
る
」
と

の
韓
国
の
イ
・
ヘ
ギ
ョ
ン
さ
ん
の

言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
、
日
本
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、

日
本
の
ア
ジ
ア
の
女
性
映
画
人
９

人
。
各
国
で
の
映
画
と
女
性
を
め

ぐ
る
現
状
が
活
発
に
語
ら
れ
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
眼
を
見
張
っ
た

の
が
韓
国
。
国
の
文
化
政
策
に
映

像
文
化
を
位
置
づ
け
、
映
画
事
業

や
教
育
に
予
算
を
付
け
て
、
国
を

あ
げ
て
映
画
の
世
界
で
女
性
の
活

躍
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
台
湾
や
イ
ン
ド
で
も
、
30
〜

40
代
の
女
性
監
督
が
育
っ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
映
像
の
世
界
は
男
性

社
会
で
女
性
が
少
数
派
で
あ
る
こ

と
、
西
欧
文
化
中
心
だ
っ
た
中
で

ア
ジ
ア
で
生
き
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
持
っ
て
新
た
な
文
化
を
切

り
開
い
て
い
く
苦
労
。
映
画
制
作

の
資
金
不
足
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

だ
と
改
め
て
思
っ
た
」
等
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
が
映
画
を
つ
く
る
こ
と

　

会
社
勤
務
の
後
、
28
歳
で
渡
米

し
て
映
画
制
作
を
始
め
た
山
崎
監

督
。
ア
メ
リ
カ
で
多
様
な
価
値
観

を
経
験
し
、
互
い
を
認
め
合
う
た

め
に
は
、
情
報
や
価
値
観
を
分
か

ち
合
う
こ
と
が
大
事
と
実
感
し
た

と
い
い
ま
す
。「
映
画
を
通
し
て
、

ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
り
な
が
ら
も

分
か
り
合
え
る
姿
を
描
き
た
い
」—

そ
ん
な
思
い
が
映
画
制
作
の
原
動

力
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

１
９
８
０
年
代
以
降
、
女
性
監
督

が
め
ま
ぐ
る
し
く
活
躍
し
て
い
く

背
景
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
の
普
及
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
重
た
い
機
材
か
ら
解
放
さ
れ
、

軽
い
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
手
に
、
少

な
い
予
算
で
も
映
画
が
撮
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
女
性
た
ち
が
力
を

　

さ
ら
に
、
女
性
へ
の
暴
力
や
女

性
自
身
の
か
ら
だ
、
家
族
関
係
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
こ
れ
ま

で
の
女
性
映
画
の
流
れ
と
と
も
に
、

移
民
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
派
）、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
さ
れ
る
世
界
の
な
か
で
の

多
様
性
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る

現
在
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
、〈
女
性
〉

と
い
う
切
り
口
で
世
界
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ

が
、
活
発
に
語
ら
れ
た
2
時
間
で

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
を
作
っ
て

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く

　

2
日
目
は
、
映
像
の
世
界
で
活

躍
す
る
日
本
の
女
性
映
画
人
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
ま
ず
は
、
山
崎
博

子
監
督
の
『
映
画
監
督
に
カ
ン
パ

イ
！
』
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
世
界
の
12
人
の
女
性
監
督

た
ち
が
、
監
督
と
し
て
の
仕
事
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
素
顔
等
を
本
音
で

語
っ
た
作
品
で
、
女
性
監
督
の
映

画
へ
の
意
気
込
み
が
十
二
分
に
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
謝
京
子
監
督
か
ら
は
、「
私

は
、
リ
ビ
ン
グ
で
P
C
を
使
っ
て

撮
影
し
た
映
像
を
作
品
に
仕
上
げ

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
資
金
を
集
め
る
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
女
性
が
映

像
の
世
界
で
活
躍
す
る
背
景
に
は
、

映
像
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
開

発
が
あ
っ
た
こ
と
、
資
金
が
な
く

て
も
個
人
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

が
撮
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
崎
監
督
は
、「
男
女
問
わ
ず
、

多
様
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
な
映
画
は
、
商
業
映
画

で
は
な
く
、
独
立
プ
ロ
と
し
て
や
っ

て
行
く
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
共
感
し
た
観
客
が

映
画
を
育
て
て
く
れ
る
」
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
2
0
0
1
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
ん
で
い
て
、９
．11
事

件
を
経
験
し
た
我
謝
監
督
は
、
そ
の

被
災
経
験
を
も
と
に
、
3
世
代
の

女
性
の
物
語
『
母
の
道　

娘
の
選

択
』
を
制
作
し
、
自
身
の
作
品
を

通
し
て
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
映
画
制
作
の
な
か
に
は
、
女

性
独
自
の
「
呼
吸
」
が
あ
り
、
感

性
の
部
分
で
、
男
女
の
微
妙
な
違

い
を
感
じ
る
。
そ
れ
を
大
切
に
し

た
い
と
言
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
2
人
が
共
通
し
て
語
っ

た
の
が
「
監
督
は
男
性
」
と
の
社

会
の
刷
り
込
み
の
な
か
の
大
変
さ
。

そ
し
て
、「
困
難
な
中
で
も
先
輩
の

女
性
監
督
た
ち
に
、
共
感
で
き
る

部
分
が
あ
り
、
背
中
を
押
し
て
も

ら
っ
た
。
監
督
の
女
性
が
イ
キ
イ

キ
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら

映
像
の
世
界
で
女
性
た
ち
が
活
躍

し
て
い
く
場
を
広
げ
る
原
点
に
な

る
」
と
、
観
客
も
元
気
に
な
る
言

葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

MIW明治大学

10月24日（月）
アジアの
女性映画人のいま
新たなネットワーク構築

10月25日（火）
メディアで拓いた
女性のキャリア
映画とテレビ

山崎博子監督作品
「juxta ージャクスタ
共生する」から

山
崎
博
子
監
督
と
司
会
の
堀
口
悦
子

明
治
大
学
教
員

山
崎
監
督
の
映
画
を
観
た
後
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

10月 24日（月）

10:30～ 「百合祭」100分
監督 浜野佐知

12:30～ 「蛇イチゴ」　108分　
監督 西川美和

14:30～

情報交流会千夜一夜
「juxta-ジャクスタ 共生する」
29分
監督 山崎博子（お話あり）

10月 25日（火）

10:30～ 「ルイーズとケリー」76分
監督 ジェーン･カンピオン

12:30～ 「森の中の淑女たち」　101分
監督 シンシア･スコット　

14:30～
「Women In Struggle -目線 -」
56分
監督 ブサイナ・C・ホーリー

■上映した女性監督の映画作品

すべてMIWで所蔵しています。

発
揮
し
て
き
た
の
で
す
。

　

山
崎
監
督
は
、「
映
画
を
支
え
る

の
は
観
客
。
自
分
も
ど
れ
だ
け
観

客
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
。
観
客
の

側
が
、
自
分
た
ち
が
求
め
て
い
る

も
の
が
映
画
に
あ
っ
た
ら
、
反
応

し
て
く
れ
る
。
多
様
性
を
認
め
合

う
こ
と
か
ら
豊
か
な
社
会
を
作
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
シ
ネ
マ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

の
菅
井
六ゆ

き

え
花
枝
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
女
性
映
画
監
督
作
品
の
ポ

ス
タ
ー
（
ド
ラ
マ
30
本
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
12
本
の
計
42
枚
）
を

展
示
し
、
M
I
W
所
蔵
の
女
性
監

督
の
映
画
も
上
映
し
ま
し
た
。
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
年
を
重
ね

て
よ
り
イ
キ
イ
キ
と
し
て
い
る
女

性
た
ち
や
、
ア
ラ
ブ
や
ア
ジ
ア
な

ど
の
地
域
で
生
き
る
女
性
た
ち
の

苦
悩
や
た
く
ま
し
さ
を
映
画
を
通

し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

我謝京子（ドキュメンタリー
映画監督）　

国広陽子（東京女子大教員）

チェン・ウェイ・スー（台湾
女性映像学会女性映展代表）

ラティ・ジャファール（インド /チェ
ンナイ・サムスン国際女性映画祭代表）

内田ひろ子（東京国際女性映
画祭事務局長）

イ・ヘギョン（ソウル国際女
性映画祭代表）

ファン・ミヨジョ（ソウル国
際女性映画祭実行委員）

（敬称略）

小藤田千栄子（映画評論家）　

山崎博子（映画監督）



「第4次男女平等推進行動計画」で千代田区では、
男女共同参画社会を実現するために、基本理念・
基本的な考え方・目標を次のように定め、施策を
推進します。期間は、平成24年度から5年間です。

【入手先】 男女平等推進計画（有料 200円）：区政情報コーナー 　※男女共同参画センターMIW、区内図書館で閲覧できます
 計画の概要版（無料）：国際平和・男女平等人権課、MIW、出張所、図書館等　※なくなり次第終了となります。

千代田区のホームページでもご覧いただけます　URL　http://www.city.chiyoda.lg.jp/service/00004/d0000499.html　

人生の選択肢を広げ、
より多様な生き方ができる

社会をめざす

人々の生活や働き方の
変化に即した、具体的で
実効性のある支援をする

ＤＶ・虐待等の
根絶をめざすとともに、
被害者の支援をすすめる

（1）�人権尊重・男女平等
に対する意識啓発

（2）�学校における人権・
男女平等教育の推進

（3）�生涯にわたる健康
支援

（1）�男女共同参画セン
ターＭＩＷの充実

（2）�区役所内推進体制
の充実

（3）��区民との協働によ
る推進体制の充実

基本理念

基本的な考え方

目標

施策の方向

（1）�男性の家事・育児・
介護への参画の支援

（2）�子育てをしている人
の社会参画の支援

（3）�介護・介助を必要と
する家族がいる人の
社会参画の支援

（4）�働きやすい職場づ
くりに向けた情報
提供・啓発の充実

（5）�働きたい・働き続
けたい女性に対す
る支援の充実

（1）��意思決定過程への
女性の参画の推進

（2）�NPOやボランティ
ア等、地域におけ
る市民活動の支援

（3）��男女共同参画の視
点を入れた防災・
まちづくり

性別による不平等がなく、だれもが自分で生き方を選ぶことができ、
その選択が認められて参画できる社会の実現

人生の選択肢を
広げるとともに、
男女平等意識の
定着を図る

1

すべての暴力を
なくし、
安全・安心な
社会を実現する

2

あらゆる分野に
おいて
男女共同参画を
すすめる

3

人々の暮らしや
働き方の変化に
対応した、支援
の充実を図る

4

推進体制の
充実を図る

5

（3）�児童・高齢者・障
害者に対する虐待
の防止・早期発見・
被害者支援

（4）��いやがらせ行為・
性暴力等の防止

配偶者暴力対策
基本計画

（1）��配偶者暴力の防止・
早期発見・被害者
支援

（2）デートDVの防止
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◆ザ ･ボディショップのバリューズ　
　ザ ･ボディショップは英国の化粧品専門店で、「人権擁護・動物愛護・環境保護」を理念に掲げています。私
たちは社員ボランティアとして「デイジークラブ」というグループをつくり、MWの登録団体になっています。
ザ ･ボディショップはこれまでDVやエイズ、子どもの人身売買の問題を取り上げた啓発キャンペーンを世界
中の店頭で実施してきました。ザ ･ボディショップの行動指針であるバリューズ (価値観 ) の１つに、「セルフ
エスティーム（自分らしさを大切にします）」という考えがあります。誰もがありのままの自分を好きになり、
ポジティブに生きてほしいとの思いを持って、心地良い商品を提供し、女性の人権を守る活動に取り組んでい
ます。
　女性や子どもの権利を守る活動はMIWの活動と共鳴する部分も多く、2006年のDV反対キャンペーンを
きっかけに、毎年、千代田区の福祉まつりなどのイベントなどを通して一緒に活動しています。

◆社員一人ひとりの力で
　店頭キャンペーンや地域でのイベントのために、ワークショップや勉強会を開き、人権や暴力についても自
分の問題として考えられるように準備しています。普段の販売の中で、お客さまとの会話やリーフレット、寄
付つき製品の販売を通じて、社会で起きていることへ問題提起をしています。
　また、ザ ･ボディショップの社員は月に半日、就業時間内にボランティア活動ができる「コミュニティ活動
プログラム」を利用しています。技術を生かしたメイクやハンドマッサージのボランティアを行う社員も多く、
女性の自立支援イベントや男女共同参画センター、高齢者施設等でとても喜んで頂いています。地域の一員と
して活動に参加することは、社員のセルフエスティームにもつながっています。

登録団体

現在、MIWの登録団体は32。登録団体の皆さんに、
順にグループの活動について書いていただいています。

ザ・ボディショップ「デイジークラブ」 
女性や子どもの権利を守る活動

MIWの
なかまたち

6

昨年の千代田区「福祉まつり」でハンドマッサージをするメンバー 「かごしま女性医療フォーラム」でのハンド
マッサージ
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「第4次男女平等推進行動計画」で千代田区では、
男女共同参画社会を実現するために、基本理念・
基本的な考え方・目標を次のように定め、施策を
推進します。期間は、平成24年度から5年間です。

【入手先】 男女平等推進計画（有料 200円）：区政情報コーナー 　※男女共同参画センターMIW、区内図書館で閲覧できます
 計画の概要版（無料）：国際平和・男女平等人権課、MIW、出張所、図書館等　※なくなり次第終了となります。

千代田区のホームページでもご覧いただけます　URL　http://www.city.chiyoda.lg.jp/service/00004/d0000499.html　

人生の選択肢を広げ、
より多様な生き方ができる

社会をめざす

人々の生活や働き方の
変化に即した、具体的で
実効性のある支援をする

ＤＶ・虐待等の
根絶をめざすとともに、
被害者の支援をすすめる

（1）�人権尊重・男女平等
に対する意識啓発

（2）�学校における人権・
男女平等教育の推進

（3）�生涯にわたる健康
支援

（1）�男女共同参画セン
ターＭＩＷの充実

（2）�区役所内推進体制
の充実

（3）��区民との協働によ
る推進体制の充実

基本理念

基本的な考え方

目標

施策の方向

（1）�男性の家事・育児・
介護への参画の支援

（2）�子育てをしている人
の社会参画の支援

（3）�介護・介助を必要と
する家族がいる人の
社会参画の支援

（4）�働きやすい職場づ
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提供・啓発の充実

（5）�働きたい・働き続
けたい女性に対す
る支援の充実

（1）��意思決定過程への
女性の参画の推進

（2）�NPOやボランティ
ア等、地域におけ
る市民活動の支援

（3）��男女共同参画の視
点を入れた防災・
まちづくり

性別による不平等がなく、だれもが自分で生き方を選ぶことができ、
その選択が認められて参画できる社会の実現

人生の選択肢を
広げるとともに、
男女平等意識の
定着を図る

1

すべての暴力を
なくし、
安全・安心な
社会を実現する

2

あらゆる分野に
おいて
男女共同参画を
すすめる

3

人々の暮らしや
働き方の変化に
対応した、支援
の充実を図る

4

推進体制の
充実を図る

5

（3）�児童・高齢者・障
害者に対する虐待
の防止・早期発見・
被害者支援

（4）��いやがらせ行為・
性暴力等の防止

配偶者暴力対策
基本計画

（1）��配偶者暴力の防止・
早期発見・被害者
支援

（2）デートDVの防止
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中の店頭で実施してきました。ザ ･ボディショップの行動指針であるバリューズ (価値観 ) の１つに、「セルフ
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ポジティブに生きてほしいとの思いを持って、心地良い商品を提供し、女性の人権を守る活動に取り組んでい
ます。
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「M
ミュウ

IW」は千代田区男女共同参画センターの愛称です。M は Man（男性）、I は Intercommunication（情報や意見の交換）、W は Woman（女性）とい
う意味です。男性と女性の間には、いつも I（自分らしさ）と愛（思いやり）をもって、対等な新しいパートナーシップを創造してほしいと願っています。

MIW では、2009 年 6 月の男女共同参
画週間に、写真展「きらめきのひと 仕
事を拓く」を開催しました。表紙の写真
は、ご登場いただいた 10 人のうちの一
人、菱川貞義さん（275 研究所＊）です。

＊社会貢献をしている企業や団体を支援

特集 1	 男性の育休取得率アップへ！
特集2	 ちよだの街で映画祭

	 女性が映像を輝かせる時

首

都

高

速

北
の
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公
園

靖国通り

至市ヶ谷 至神保町

至竹橋

至飯田橋

九段下駅
6番出口

九段下駅
4番出口

内
堀
通
り

交番

千代田区役所

千代田区役所10F
千代田区男女共同参画センター

　　　（ミュウ）

MIWの相談室では、夫婦関係、男女の生き方 ･働き方、性に関す
ること、セクシュアル・ハラスメントや夫婦や親密な間柄での暴力
などについて相談を受けています。相談は面接でも電話でも可。予
約制になっています。（区内在住、在勤、在学の方対象）

MIW 相談室

電話での予約 TEL 03 - 5211-4316
〈無料・カウンセラー（女性）が担当します〉

◆相談日時
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 17:00～ 21:00
 
第1・3・5　 17:00～ 21:00
第 2・4 　 10:30～ 15:30

 
第1・3・5　 10:30～ 15:30（英）
第 2・4 　 17:00～ 21:00（英）
 
第1・3・5　 10:30～ 15:30
第 2・4 　 10:30～ 15:30（英）

 ※（英）=英語での相談もできます。

水曜日 金曜日

木曜日 土曜日

■編集 千代田区男女共同参画センター  （株）生活構造研究所　■発行 千代田区　■表紙写真 村瀬麻耶　■デザイン 地本洋子　■印刷 （株）教文堂　■発行日 2012年 3月30日

今年 7 年目を迎えた MIW のパープルリボンプロジェク
ト。DV（ドメスティック・バイオレンス）などの暴力
をなくす思いを紫色のリボンに込めて、今年度も 11 月
の「女性に対する暴力をなくす運動」期間に、コンサー
トやキルトの展示を行いまし
た。また、今年度はMIWスタッ
フがオリジナルのパープルリ
ボンブローチを 270 個作成し、
利用者や庁内の職員につけて
もらい、暴力のない世界への
願いをアピールしました。

今年 2 月に親子がそれぞれにカラー
セラピーを楽しむグループワークを
開きました。親たちはぬりえに色を
つけ、アートセラピストの末永蒼生
さんから、絵や色に表れる子ども
の気持ちについての話を聞きまし
た。「力を抜いて子どもと接していい
んだって気づいた」「色と触れ合うこ
とで、自分の心がラクになりました」
などの感想をいただきました。子ど
もたちは水彩や粘土、ダンボールな
どの画材を使って思い思いに気持ちを表現。できた自分の作品を
大事そうに抱え、興奮冷めやらずでした。

MIWパープルリボンプロジェクト2011� 親子で楽しむ　カラーセラピー�

MIWのイベント報告

MIW千夜一夜83夜
当世オトコ気質　喜婚男と避婚男　～これからの男女の関係は？～
日　時　 2012年 4月 25日（水）18：30～ 20：00
場　所 MIW交流サロン（区役所 10階）
ゲスト  ツノダ姉妹（マーケティングプランナー、『喜婚男と避婚男』著者）

24年度 連続講座 シリーズ全5回「幸福へ向かう生き方」
第1回　5月 24日（木） 18：30～ 20：30
 今、日本での『幸福度』とは？　 講師：坂本光司さん（法政大学教員）
第 2回　6月 6日（水） 18：30～ 20：30
 自分でつくる穏やかな気持ち　 講師：岩本令子さん（セラピスト）
第 3回　6月 19日（火） 18：30～ 20：30
 地域でつくる安全・安心な人間関係 講師：松本和子さん（カウンセラー）
第 4回　6月 27日（水） 18：30～ 20：30
 男女共同参画のパイオニアたち　 講師：赤松良子さん（元文部大臣）
第 5回　7月 6日（金） 18：30～ 20：30
 自分を活かす仕事、働き方（仮）　 講師：西村佳哲さん（働き方研究家）
全体のまとめ、『MIW通信』での座談会も予定しています。申込開始4月20日（金）

編集後記■ 東日本大震災から１年が過ぎました。被災地の早い復興を願わずにはいられません。さら
に、今後発生が見込まれている大きな地震と津波への備え、放射能汚染から健康を守るこ
となど、大きな課題も背負っています。情報を読み解く力が強く求められています。(H)

所在地	 〒102-8688　東京都千代田区九段南1-2-1 千代田区役所10階
交通機関	 東京メトロ東西線、半蔵門線、都営地下鉄新宿線　「九段下」駅下車、徒歩 5分
開館時間	 月曜日～金曜日 午前 9時～午後 9時　土曜日 午前 9時～午後 5時
休館日	 日曜日、祝日、年末年始
T E L	 03-5211-8845／相談予約受付 03-5211-4316　　F A X　 03-5211-8846
E-mail	 miw@city.chiyoda.tokyo.jp
U R L	 http://www.city.chiyoda.lg.jp（MIWで検索してください）
 開館時間・相談時間は節電の影響で変更になる場合があります。

（ミュウ）

末永蒼生さんと参加者が思い
思いに色を塗ったぬりえ

会場は区民ホール。親子が別々のワークでも、
同じフロアで声が聞こえて安心でした

ジャズの調べに乗せて、やさしさや平和の思いが伝わってきた
パープルリボンコンサート

子どもたちはすぐに夢中に
なり自分たちの世界に

MIWオリジナル
パープルリボンブローチ


